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２国間経済連携協定に基づいて来日するインドネシア人および
フィリピン人看護師候補者に対する比較調査

社会経済的属性と来日動機に関する配布票調査結果を中心に
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要 旨

本研究は､ 日本・インドネシア経済連携協定および日本・フィリピン経済連携協定に基づいて来日した外国人

看護師候補者らの社会経済的属性と来日動機の違いについて､ 国別の比較を行うことを目的とした｡ 調査データ

は､ 事前の関係者へのインタビュー調査から得られた質的データを吟味したのちに設計した４ページの調査票を

配布・回収して得られたものである｡ 本研究では､ 144名の来日第２陣のインドネシア人看護師候補者および100

名の来日第１陣のフィリピン人看護師候補者らを対象として分析を行っている｡



１. はじめに
2008年８月､ 日本・インドネシア経済連携協

定 (以下 ｢日尼���｣) と表記) に基づき､ イ

ンドネシアから看護師・介護福祉士候補者１ら

が来日した｡ これは国策として日本が受け入れ

る､ 事実上初めての医療・福祉専門職への門戸

開放となった｡ 引き続き､ 翌2009年５月には､

日本・フィリピン経済連携協定 (以下 ｢日比

���｣ と表記) に基づき､ フィリピンから看護

師・介護福祉士候補者らが来日した｡ これら､

インドネシアとフィリピンとの間に結ばれた２

国間経済連携協定に基づく ｢自然人の移動｣ は､

看護師候補者の受け入れ枠組について言えば､

看護師候補者の応募要件として､ 来日前の臨床

経験をインドネシアでは２年以上､ フィリピン

では３年以上と規定している点を除けば､ ほと

んど共通している｡ 両国からの候補者は､ 国家

試験に合格すれば､ 看護師・介護福祉士として

就労する限り､ 在留資格の更新は無制限に行う

ことができる｡ このことは､ 事実上､ 在留期間

の上限なく､ 日本に滞在することができるとい

う意味で､ 日本における医療・福祉専門職に従

事する外国人の移住の可能性を示したものと言

える｡

1970年代以降､ 女性労働者が国境を超え､ 移

住する傾向が強まった｡ その多くは､ 家事労働

者やサービス業に従事する､ 非専門職従事者で

あった (�������	
����
�
��
�	��, 2003：1‒

13) が､ 今般､ 日尼���および日比���で来

日した医療・福祉専門職に就く人々においても､

同様の移住傾向が見られるのであろうか｡

また､ 医療・福祉専門職としての彼らは､ ど

のような動機を持って､ 来日するのであろうか｡

�	����(2005) は､ 看護労働の国際移動の社

会経済的意義をマクロとミクロの視点から考察

を行っている｡ マクロの視点からは､ 余剰労働

力の再分配により､ 世界経済の発展に寄与する

とし､ 一方､ ミクロの視点からは､ 個人の生活

水準の向上､ 最新の知識や技術の獲得､ 専門職

としてのキャリア発展をあげている｡ この理論

は､ 今般���で来日した看護師候補者の場合

にはあてはまるのであろうか｡ また､ インドネ

シア人看護師候補者とフィリピン人看護師候補

者とは､ ともにほぼ同一の受け入れ枠組によっ

て､ 日本で受け入れが進んでいるが､ その来日

動機は同じなのであろうか｡

本研究は､ このような問題関心のもとに､ 日

尼���､ 日比���に基づいて来日した看護師

候補者らの来日動機とそれに関連する要因を､

国別に比較することを目的とした｡

２. 対象と方法
本研究の対象となったのは､ 日比���に基

づいて来日するフィリピン人第１陣の看護師・

介護福祉士候補者および日尼���に基づいて

来日するインドネシア人第２陣の看護師・介護

福祉士候補者である｡ 調査は､ それぞれ以下の

手順で行った｡ まず､ インドネシアとフィリピ

ンにおける看護師や看護学生に対する聞き取り

調査を実施し､２ さらにインドネシアでは配票

調査 (
	���������������	�2009) を行い､

日本で看護師として働く意志の有無や､ その理

由および社会的経済的背景等について明らかに

した｡

これらのデータをもとに､ �4サイズ４枚の

調査票を作成し､ フィリピン人用には英語に翻
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調査の結果､ フィリピン人はインドネシア人に比べ平均年齢が高く (�＜0�001)､ 既婚者 (�＜0�001) および子

供を持っている者 (�＜0�001) の割合も高かった｡ また､ ���枠組に応募する前に看護師として海外出稼ぎ経験

をしたことがある者の割合が高く (�＜0�001)､ 来日動機もインドネシア人に比べてより多岐にわたる傾向がある

ことが明らかになった｡ 日本・インドネシア経済連携協定および日本・フィリピン経済連携協定は､ 受け入れ枠

組がほとんど共通しているが､ その枠内で来日する外国人看護師候補者らの属性は､ 送出国によって相違点が多

いことも､ 本調査結果から示された｡

キーワード：経済連携協定 (���)､ 看護師､ インドネシア､ フィリピン

１ 厚生労働省は､ ２国間経済連携協定枠で来日する外国人看護師らについて､ 日本の国家試験を合格する前までは ｢看護師候補者｣ または ｢介
護福祉士候補者｣ と呼んでいる｡ 本稿でも､ この呼称を適用することとする｡

２ 筆者の１人は､ フィリピンにおける看護学生､ 看護師に対する聞き取り調査をもとに､ 朝日新聞朝刊の ｢私の視点｣ に投稿し､ 政府に対して
受け入れ方法の再検討などを提言した (平野, 2008)｡



訳し､ 在日フィリピン人に依頼して､ プレテス

トを行った｡ インドネシア人用にはインドネシ

ア語に翻訳し､ 在日インドネシア人に依頼して､

プレテストを行った｡ 次に､ フィリピン人に対

しては､ ���の送り出し窓口である､ フィリ

ピン海外雇用庁 (��������	
��

�
���������

�
	�����	���
����	) の協力を得て､ 出国前オ

リエンテーションの場において､ 参加者全員に

対して､ 調査票を配布し､ オリエンテーション

期間内に回収を行った｡ 有効回収票は､ 看護師・

介護福祉士候補者計272票､ 回収率は95�4％で

あった (2009年５月)｡ また､ インドネシア人

に対しては､ バンドンにおける日本語教育研修

を担当した､ 株式会社ヒューマン・リソシアの

協力を得て､ 研修への参加者全員に対して調査

票を配布し､ その場で回収を行った｡ 有効回収

票は､ 看護師・介護福祉士候補者計364票､ 回

収率は99�2％であった (2009年８月)｡ 本稿で

は､ 看護師候補者 (インドネシア人：144名､

フィリピン人100名) を分析の対象とする｡

統計手法には､ 主として､ �検定及びカイ自

乗検定を用いた｡ なお､ 本研究は､ 九州大学の

倫理審査委員会の承認を得て行われた｡

３. 調査結果
� 属性の比較 (表１､ 図１参照)
本研究の回答者は､ インドネシアの82�0％､

フィリピンの88�9％が女性であったが､ 国別に

女性の占める割合には有意な差は認められなかっ

た｡ 平均年齢は､ インドネシアが27�1 (��3�2)

歳､ フィリピンが32�0 (��4�9) 歳であり､ フィ

リピンにおいて､ 平均年齢が有意に高いことが

明らかになった (�＜0�001)｡ 既婚者の割合は､

インドネシア26�4％､ フィリピン55�6％であり､

フィリピンにおいて､ 既婚者の割合が有意に高

いことが明らかになった (�＜0�001)｡

子供を持つ人の割合は､ インドネシアが26�2

％､ フィリピンが58�6％であり､ フィリピンに

おいて､ 子供を持つ人の割合が有意に高いこと

が明らかになった (�＜0�001)｡ 出身地につい

て調べたところ､ インドネシアにおけるジャカ

ルタ首都圏出身者の占める割合は14�6％であっ
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表１. 属性の国別比較

インドネシア人
看護師
(	�144)

フィリピン人
看護師
(	�100)

�値

女性 (％) 82�0 88�9 	���

平均年齢 (標準偏差) 27�1 (3�2) 32�0 (4�9) ��0�001

既婚者 (％) 26�4 55�6 ��0�001

子供あり (％) 26�2 58�6 ��0�001

ジャカルタ／マニラ首都圏出身者 (％) 14�6 30�9 ��0�01

長子である者 (％) 64�3 35�7 	���

家族の経済的状況が困難である者 (％) 25�7 68�0 ��0�001

来日前に､ 海外で看護師として働いた経験がある者 7�0 30�9 ��0�001

海外で看護師・ケアワーカーとして働く親戚がいる者 7�6 30�3 ��0�001

以前日本で生活した経験がある者 (％) 2�8 6�0 	���

日本社会や文化についてよく知っている／どちらかとい
えば良く知っている者 (％)

21�0 22�0 	���

日本語を勉強した経験がある者 (％) 19�4 8�0 ��0��01

日本語能力試験 (����) を受けた経験がある者 (％) 2�5 0 	���



たが､ フィリピンにおけるマニラ首都圏出身者

の割合は30�9％であり､ フィリピンにおいて､

有意に首都圏出身者が多い傾向を示していた

(�＜0�01)｡

また､ 本人が兄弟のうちの長子であるものの

割合については､ インドネシアが64�3％､ フィ

リピンにおいては35�7％を占めていたが､ 国別

には有意な差は認められなかった｡ 家族の経済

的な状況について尋ねたところ､ ｢困難である｣

と回答したのは､ インドネシアが25�7％､ フィ

リピンが68�0％であり､ フィリピンにおいてそ

の割合が有意に高かった (��0�001)｡ 彼らの

宗教については､ 図１に示す｡

次に､ 以前､ 海外に看護師として働きに行っ

た経験を聞いたところ､ インドネシアの7�0％､

フィリピンの30�9％が有ると回答しており､ そ

の割合はフィリピンで有意に高かった (��

0�001)｡ 現在､ 海外に看護師またはケアワーカー

として出稼ぎに行っている親戚の有無について

尋ねたところ､ ｢ある｣ と答えていたのはイン

ドネシアでは7�6％､ フィリピンでは30�3％と､

フィリピンで有意に高かった (��0�001)｡

日本に関する項目では､ 以前日本に住んだこ

とのある者の割合については､ インドネシアは

2�8％､ フィリピンは6�0％であり､ 国別には有

意な差は認められなかった｡ また､ 日本の社会

や文化に対して ｢とてもよく知っている､ よく

知っている｣ と回答した者の割合は､ インドネ

シア21�0％､ フィリピン22�0％であり､ 国別に

は有意な差は認められなかった｡ 日本語を勉強

した経験については､ インドネシアの19�4％､

フィリピンの8�0％は ｢経験あり｣ と回答して

おり､ インドネシアにおいて､ その割合が有意

に高かった (��0�01)｡ なお､ 日本語能力試験

(����：�	�	
����	

�	
���������
������)

を受けた経験がある者は､ インドネシアの2�5

％､ フィリピンにおいては０％であり､ 国別に

は有意な差は見られなかった｡

� 来日動機の比較 (図２参照)
外国人看護師候補者の来日動機について､ あ

らかじめ準備された16項目の来日動機 (複数回

答) について､ 該当か非該当かを国別に比較し

たところ､ 図２のようになった｡ 来日動機のう

ち､ インドネシア､ フィリピンともに100％の

回答者が該当としていた項目は､ ｢自分のキャ

リアを伸ばしたいから｣ であった｡ インドネシ

アにおいて､ フィリピンよりも有意に該当者の

割合が多かった来日動機は､ ｢日本での経験を､

将来他国の病院で活かしたいから｣ (インドネ

シア：97�1％､ フィリピン：86�6％)､ ｢日本人

と結婚したいから｣ (インドネシア：26�0％､

フィリピン；5�0％) の２項目 (各��0�01) で

あったが､ それ以外の項目で有意な差を認めた

項目は､ いずれもフィリピンの方で該当者の割

合が高かった (��0�001～��0�05)｡
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図１. 外国人看護師候補者の宗教



なお､ これら16項目の中から､ 来日動機の第

１位の分布を国別に､ 図３と図４に示した｡ イ
ンドネシアでは､ 来日動機第１位が ｢自分のキャ

リアを伸ばしたいから｣ が66�7％を占めていた

が､ フィリピンでは ｢家族と経済的に支援した

いから｣ (42�7％) ｢自分のキャリアを伸ばした

いから｣ (36�5％) と､ ２群に分かれる傾向が

あった｡
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図２. 来日動機 (国別)
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図３. インドネシア人看護師候補者の来日動機 (第１位)



� 来日動機に関連する属性・社会的経済的特
性 (表２参照)

次に､ 来日動機とそれに関連する属性や社会

的経済的特性を明らかにしたところ､ 表２のよ

うになった｡ 性別に関しては､ インドネシアで

はいかなる来日動機とも有意な関連は見られな

かったが､ フィリピンにおいては､ ｢日本はど

の国よりも高い給料が稼げると思うから｣とい

う項目について､ 男性よりも女性において､ 回

答者の割合が有意に高かった (��0�05)｡ 結婚

形態については､ インドネシア､ フィリピンと

も､ ｢日本人と結婚したいから｣ という項目に

ついて､ 既婚者において､ 有意に回答者の割合

が低かった (各��0�01)｡

家族の経済的状況に関しては､ フィリピンに

おいては､ 経済的に困難であるか､ それほど困

難でないかの違いは､ いかなる来日動機とも有

意な関連が認められなかったが､ インドネシア

においては ｢日本に働きに行くことを家族から

勧められたから｣ (��0�05)､ ｢家族を経済的に

支援したいから｣ (��0�05)､ ｢海外に住むとい

う夢を実現したいから｣ (��0�01)､ ｢インドネ

シアでの給与に満足できなかったから｣

(��0�001) の各項目において､ それぞれ経済

的に困難であると回答した者の割合が有意に高

かった｡

４. 考察
本研究では､ インドネシア及びフィリピンか

らの看護師候補者らの属性や来日動機に関する

相違点を明らかにした｡

まず､ ２国間の共通点としては､ インドネシ

アでもフィリピンでも､ 女性の占める割合が８

割以上を占めており､ 両国において統計的な差

が認められなかったことから､ インドネシア､

フィリピンともに移住の女性化 (����	�
���
	


��������
	) (������2003�21‒48) の傾向が

示唆されたことがある｡ ただし､ この背景には､

日本では､ 看護師を女性の職業とみなすジェン

ダー・バイアス (朝倉, 2005：1120‒25) が影

響しており､ マッチングの段階でスクリーニン

グがかかった可能性があることは特筆すべきで

あろう｡ 特にインドネシア人第１陣については､

雇用側とのマッチングの段階で､ 男性の看護師

が多く落とされた理由が取りざたされた (『朝

日新聞』, 2008年８月６日)｡ フィリピン人候補

者に関しては､ 目立った報道はなかったものの､

インドネシアでもフィリピンでも､ ある一定の
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割合で男性看護師がいることを考慮すれば､３

インドネシア人の女性の看護師が好まれたよう

に､ フィリピンの場合でも女性の看護師が好ま

れた可能性があることを､ 本研究の結果は示し

ているといえる｡

フィリピンの場合には､ 男性よりも女性の方

で､ ｢日本はどの国よりも高い給料が稼げると

思うから｣ を出稼ぎ動機とした割合が多かった

ことは興味深い｡ 海外出稼ぎに出て､ より高い

給与を得ることが､ フィリピンにおけるジェン

ダーのあり方や､ 移住の女性化にどのような関

係があるのかについては､ 今後の検討課題とし

たい｡

また､ 看護師候補者らが兄弟の中で長子であ

るかどうかについて国別に明らかにした｡ フィ

リピンでは､ 長子が海外に出稼ぎに行き､ 弟や

妹の教育費を稼ぐ､ という言説が流布している

が､ 筆者らのフィリピン人看護師候補者らに対

する調査でも､ 日本に出稼ぎに行く理由の中に､

同様の回答が見られた｡４ 一方､ インドネシア

には､ 長子とは限らず､ 何番目の兄弟であろう

と､ 海外出稼ぎに行ける機会がある者が一家の

大黒柱としての地位を期待されるという言説が

ある｡５ しかしながら､ 本研究の結果は､ イン

ドネシアとフィリピンとの間で､ 長子である者

の割合が異なることは統計的には示されなかっ

た｡

日本との関わりに関しては､ 日本語学習の経

験あり､ と回答した者の割合がインドネシアに

おいて有意に高かったほかは､ 国別で有意な差

は認められない｡ 日本語学習経験に関しては､

インドネシア第２陣からは､ 日本語研修の一部

をインドネシア国内で行うことになったことが

影響していると考えられる｡ しかし､ インドネ

シアにせよ､ フィリピンにせよ､ 日本の社会や

文化に対する理解一般については､ あまり差が

ないとみて良い｡

介護福祉士候補者に関しては､ インドネシア

第１陣から､ 日本語能力試験３級を取得か同等

のレベルという理由で､ ６カ月の日本語研修を

免除される者が３名出ている｡ しかし､ 看護師

候補者については､ そのような例はインドネシ

ア､ フィリピンともになかった｡ これは､ イン

ドネシア､ フィリピンに限らず､ 看護大学や専

門学校の看護過程において､ 看護学の専門科目

や実習の単位を取得するのに忙しく､ 日本語を

カリキュラムとして入れることがほとんどでき

ないことが関係していると考えられる｡６

本研究は､ ｢移住の女性化｣ や ｢長子である

かどうか｣ ｢日本社会や文化に対する理解の度

合い｣ というインドネシア､ フィリピンに共通

する傾向がみられたことを示した一方､ インド

ネシア人看護師候補者とフィリピン人看護師候

補者の属性や来日動機に関して､ 異なる外国人

看護師候補者像をも浮かび上がらせた｡ まず､

その年齢層の違いである｡ フィリピン人看護師

候補者の方が平均年齢で５歳近く年上であり､

ゆえに既婚者や子供を持つ者の割合も有意に高

かった｡ またこれらの背景から､ 家族を支える

大黒柱としての期待がかかるのは､ どちらかと

いえばフィリピン人看護師候補者らにおいて多

いことを示していると思われる｡ この見方は､

フィリピン人看護師候補者の来日動機の第１位

に ｢家族を経済的に支援したいから｣ という理

由を選んだ者が最も多いという結果からも裏づ

けられる｡

また､ 今般���枠組に基づいて来日する前

に海外で看護師として働いた経験がある者の割

合や､ 海外で看護師・ケアワーカーとして働く

親戚がいる者の割合については､ いずれもフィ

リピンの方で高かった｡ これは､ ���枠組で

の受け入れが始まる前は､ 1989年から2007年の

累積5�566名余りの看護師を送り出していたイ

ンドネシア (大野・小川編, 2008) に比べ､

1950年代より看護師を送り出し始め (���	,

2003
61 ‒ 93) ､ 2009年度実績では13�014名

(����, 2010) と､ 毎年１万人以上の単位で

看護師を送り出すフィリピンの､ 看護労働力送
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３ 筆者らの聞き取りによれば､ 大学によって多少のばらつきがあるものの､ フィリピンのマニラ首都圏の大学では､ 男性看護学生の割合が２割
から４割を占めていた｡ また､ インドネシアのジャカルタの大規模病院では､ 男性看護師の割合が２割から３割程度を占めていることが明ら
かになった｡

４ 2009年５月､ マニラにおけるフィリピン人看護師候補者らに対する筆者の聞き取り調査｡
５ 2008年８月､ ジャカルタにおけるインドネシア人看護師に対する筆者の聞き取り調査｡
６ インドネシアの一部の看護学校の中には､ 今般の日尼���に基づく日本への卒業生送り出しを意識し､ カリキュラムの中に日本語を入れる
ところも出ている (『朝日新聞』, 2010年５月25日)｡



り出し大国の現状が顕著に表れたものといえよ

う｡

一方､ 看護労働力送出国として､ フィリピン

よりも遅れをとっているインドネシアが､ ���

枠組での送り出しに関しては､ より積極的に取

り組んでいるインドネシア政府の姿勢も見て取

れた｡ インドネシアにおいては､ 第１陣が首都

圏の病院からの看護師送り出しに偏ったこと７

に対する反省から､ インドネシア全土の州知事

および全国の病院に日尼���による看護師募

集を周知し､ 日本への求職希望者を募るシステ

ムに変更した (平野, 2009�)｡ つまり､ 特にイ

ンドネシアにおいては､ 首都圏のみならず､ 全

国から人材を集める取り組みが成功しつつある

ことを示しているといえよう｡

なお､ 本研究の結果は､ ���	
�の指摘する､

看護労働の国際移動の社会経済的意義のミクロ

的視点における看護師の国際移動の動機づけと､

個人の認識する家族の経済的な状況との関連が､

インドネシアとフィリピンでは異なったパター

ンを示していた｡ まず､ インドネシアでは､ 経

済的に困窮していることは､ ｢家族を経済的に

支援したいから｣ ｢インドネシアでの給与に満

足できなかったから｣ という回答と結びつきや

すい｡ また､ 額面を単純計算すると､ 日本では

インドネシアでの給与の７倍以上を稼ぐことが

できる｡８ このために､ 日本で働くことを家族

に勧められることも容易に考えられるし､ 海外

に住み､ より多く稼ぐという夢を果たすことは､

経済的に困窮している者でその願望は強いであ

ろう｡ それぞれの理由は経済的困窮を対処のた

めの来日という観点から言えば､ 非常にわかり

やすい構造を示している｡

一方､ フィリピンにおいては､ 全体の７割近

くが家族の経済的困窮を訴えていたが､ 経済的

困窮状態にあるか否かは､ いかなる来日動機と

も統計的な関連は認められなかったのである｡

つまり､ インドネシアにおいては､ 家族の経済

的状況は直接的に来日動機を左右するが､ フィ

リピンでは家族の経済的状況は､ 直接的には来

日動機に影響しない可能性があるのである｡ こ

れは､ 海外で就労するフィリピン人労働者にお

ける､ 祖国の家族への送金行為が､ ｢家族を愛

する行為｣ として､ 半ば強迫的に認識されてい

る (平野, 2009�) ことと無関係ではあるまい｡

それは､ 出稼ぎに出るフィリピン人の家族が経

済的に困窮しようとしていなかろうと関係なく

認識されていることが考えられるのである｡ こ

のような強迫観念は､ 海外出稼ぎで家族に送金

する行為を正当化するために､ 日本に行きたい

という様々な動機づけを生み出しうる｡ インド

ネシア人に比べ､ フィリピン人において､ より

多様化した来日動機を持つことも､ フィリピン

人の持つ前述の強迫観念と関係があるとはいえ

ないであろうか｡

これらのデータの分布の違いは､ 海外出稼ぎ

に関するインドネシア人看護師候補者とフィリ

ピン人看護師候補者の相違点を明確に示してい

る点において､ 同じ東南アジア出身の看護師で

あっても､ 単純に同一視できないことを示して

いると思われる｡

５. おわりに
｢はじめに｣ でも述べたように､ 日尼���と

日比���は､ 看護師候補者の受け入れ枠組に

おいては､ 応募要件として課される来日前の臨

床経験の１年の違いを除けば､ ほとんど同じ枠

組である｡ しかし､ その受入枠組で来日したイ

ンドネシア人及びフィリピン人看護師候補者ら

は､ その社会的経済的属性及び来日動機におい

て､ 相当に異なる様相を示していた｡ 看護師送

り出し国の歴史や社会的背景や看護師個人の社

会経済的特性・来日動機の多様性に配慮するこ

となく､ 画一化された受入枠組をあてはめるこ

とは､ 看護師個人としてのニーズに効果的にこ

たえることが難しいばかりか､ 長期的には､ 送

り出し国からの優秀な看護師導入の妨げになる

可能性もある｡

今後は､ さらに来日に際しての期待や心配事

等､ およびそれに関連する要因構造を国別に明

２国間経済連携協定に基づいて来日するインドネシア人およびフィリピン人看護師候補者に対する比較調査
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７ インドネシアの病院は､ その多くがジャカルタ周辺に偏っていることから､ インドネシア政府が第１陣の看護師候補者をリクルートするとき､
主としてジャカルタの病院に勤務する看護師に対するリクルート活動を行った (2009年８月､ インドネシア政府保健省でのインタビューから)｡

８ 筆者らの2009年の聞き取り調査によれば､ ジャカルタのある大規模病院 (国立病院) では､ 新人看護師の月額の収入は約２万円程度であった｡
一方､ 厚生労働省は､ インドネシア人看護師候補者第１陣の平均収入を15�7万円と発表している (2010年２月27日､ 福岡における国際シンポ
ジウム ｢東南アジアから日本へのケアワーカー移動をめぐる国際会議｣ における里見隆治・経済連携協定受入対策室長の発言から)



らかにすることを通し､ 国ごとに柔軟に受け入

れの枠組を修正することが必要であると思われ

る｡
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